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今
き ょ

日
う

は新
しん

学
がっ

期
き

の一
いち

日
にち

目
め

です。ヒラマンはお気
き

に入
い

りのシャ
ツを着

き

て，新
あたら

しい鉛
えん

筆
ぴつ

を持
も

っていきました。新
あたら

しい先
せん

生
せい

は，友
とも

達
だち

のシルベスター，ホルヘ，ミゲルと一
いっ

緒
しょ

のテーブルの席
せき

にヒラマンをすわらせました。すてきな一
いち

日
にち

です。
「テーブルの上

うえ

の物
もの

を片
かた

付
づ

けましょう」とマルチネス先
せん

生
せい

は言
い

いました。「昼
ちゅう

食
しょく

を食
た

べる時
じ

間
かん

よ。」
ヒラマンの家

か

族
ぞく

はいつも食
しょく

事
じ

の前
まえ

に一
いっ

緒
しょ

においのりをします。
ヒラマンは手

て

をあげました。「マルチネス先
せん

生
せい

，食
しょく

事
じ

の前
まえ

にみん
なでいのりますか？」
マルチネス先

せん

生
せい

はヒラマンにほほえみかけました。「ヒラマン，
食
しょく

事
じ

のおいのりをしたければしてもいいわよ。」

ヒラマンと友
ゆう

人
じん

たちはお弁
べん

当
とう

を開
ひら

きました。
「おいのりって何

なに

？」とシルベスターがたずねました。
「天

てん

のお父
とう

様
さま

とお話
はなし

するってことだよ」とヒラマンは言
い

いまし
た。「食

た

べ物
もの

をくださったことに感
かん

謝
しゃ

するためにするんだ。」
「みんなのためにおいのりしてくれない？」とミゲルがたずね
ました。
ヒラマンはうでを組

く

みました。 3人
にん

の友
とも

達
だち

もうでを組
く

みまし
た。ヒラマンは目

め

をとじて頭
あたま

を下
さ

げました。友
とも

達
だち

も同
おな

じように
しました。
それから，ヒラマンは家

か

族
ぞく

がするのと同
おな

じようにいのりました。
いい日

ひ

をすごせていることと昼
ちゅう

食
しょく

について天
てん

のお父
とう

様
さま

に感
かん

謝
しゃ

し

「ヒラマン，おいのりして。」

デイル・サール
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）
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イ
ラ
ス
ト
／
ジ
ョ
シ
ュ
・
タ
ル
ボ
ッ
ト

ました。それから，食
た

べ物
もの

を祝
しゅく

福
ふく

してくださいとお願
ねが

いしまし
た。そして，イエス・キリストの御

み

名
な

により，「アーメン」と言
い

っ
ていのり終

お

えました。
シルベスター，ホルヘ，ミゲルは顔

かお

を上げました。
「みんなもアーメンと言

い

っていいんだよ」とヒラマンは言
い

い
ました。
友
ゆう

人
じん

たちはにっこりして「アーメン」と言
い

いました。
翌
よく

日
じつ

の昼
ちゅう

食
しょく

の時
じ

間
かん

に，シルベスターは「ヒラマン，おいのりし
て」と言

い

いました。
「そうだよ，ヒラマン，おいのりしてよ」とミゲルも言

い

いまし
た。ホルヘはうなずきました。
そこでヒラマンはまたいのりました。今

こん

度
ど

は，お母
かあ

さんが自
じ

分
ぶん

の好
こう

物
ぶつ

のハムとチーズサンドイッチを作
つく

ってくれたことに特
とく

に感
かん

謝
しゃ

している，と言
い

いました。その日
ひ

の授
じゅ

業
ぎょう

で学
まな

べるよう，
天
てん

のお父
とう

様
さま

にお願
ねが

いしました。
毎
まい

日
にち

昼
ちゅう

食
しょく

の時
じ

間
かん

になると，ヒラマンの友
ゆう

人
じん

たちは，「ヒラマン，
おいのりして」と言

い

うようになりました。そして毎
まい

日
にち

，ヒラマン
はいのりました。 1週

しゅう

間
かん

，毎
まい

日
にち

友
とも

達
だち

といのりました。
次
つぎ

の月
げつ

曜
よう

日
び

の昼
ちゅう

食
しょく

の時
じ

間
かん

に，ミゲルが「今
き ょ う

日はぼくがいのる
よ」と言

い

いました。
ヒラマンはおどろきました。ヒラマンはうでを組

く

み，目
め

をと
じ，頭

あたま

を下
さ

げ，ミゲルがいのっている間
あいだ

，耳
みみ

をかたむけました。
ミゲルは「天

てん

のお父
とう

様
さま

」といのり始
はじ

め，食
た

べ物
もの

について主
しゅ

に
感
かん

謝
しゃ

し，それを祝
しゅく

福
ふく

してくださるようお願
ねが

いしました。そして，
イエス・キリストの御

み

名
な

により，「アーメン」と言
い

っていのり終
お

えました。
ヒラマンとホルヘも「アーメン」と言

い

いました。

シルベスターも「アーメン」と言
い

いました。「君
きみ

がいのれる
なんて知

し

らなかったよ。」
「ヒラマンのいのりを聞

き

いて覚
おぼ

えたんだ」とミゲルは言
い

いまし
た。「家

いえ

でもご飯
はん

のためにいのっていいかパパとママに聞
き

いた
ら，いいと言

い

われたから，ヒラマンと同
おな

じようにいのったんだ。」
「すごいね」とシルベスター。「ぼくも食

じょく

事
じ

のときにおいの
りをしてもいいか，パパとママに聞

き

いてみよう。」
「ぼくも！」とホルヘ。
ヒラマンはにっこりしました。友

とも

達
だち

が天
てん

のお父
とう

様
さま

と話
はな

せるよ
うに助

たす

けることができてうれしくなりました。天
てん

のお父
とう

様
さま

が自
じ

分
ぶん

を愛
あい

しておられ，友
とも

達
だち

のことも愛
あい

しておられることが分
わ

かり
ました。●
このお話

はなし

は，メキシコでの出
で

来
き

事
ごと

です。


